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各駅の清掃・環境整備ありがとうございます

湊線沿線の「いま」がわかる!  応援団facebookページ 「いいね！」6,210名を達成しました! 
【応援団関係】
◇フェイスブック　http://www.facebook.com/MinatoLineSupporters
◇ツイッター　 http://twitter.com/keha601
◇応援団HP　 http://minatosen.com（湊線どっと混む）

【海浜鉄道関係】
◇ホームページ　http://www.hitachinaka-rail.co.jp/
◇ツイッター　 http://twitter.com/minatoline

※「ひたちなか海浜鉄道」「おらが湊鉄道応援団facebook」でそれぞれ検索もできます。

「乗車証明書」でおトク!
★乗車証明書は、湊線に乗車したお客様に駅員また
　は応援団が発行する乗車特典のサービスです。証
　明書を参加店舗に提示することにより各店独自の優
　待が受けられます（スタンプ当日限り有効）。現在
　沿線100店（施設）近くが参加し、お買物や宿泊
　などで優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店は那珂湊駅待合室に置かれたチラシ、証明
　書に印刷されたQRコード、海浜鉄道HPまたは応
　援団facebookページでご確認ください。
★乗車証明書裏面に印刷されたQRコードで湊線時
　刻表と応援団facebookページも確認できます。
★乗車証明書は湊線フリー切符でも代用できます。

湊線グッズをプレゼントします。
　売上げの一部は応援団の活動費
に使われています。ぜひお買い求め
ください。

　湊線沿線3か所での花火大会輸送には今年も湊線が活躍しました。
　8月11 日の那珂湊海上花火大会は定期列車を3輛に増結したほか、
臨時列車にはキハ205も登場、花火大会終了後の大勢のお客様をスムー
ズに運びました。また、20日のひたちなか祭り花火大会でも増結と臨時
列車が運行されました。「花火大会は湊線で」が定着したようです。
　応援団は那珂湊の花火大会で、湊線利用者向けの観覧優先席を会場に
設けたほか、駅構内では水ヨーヨーをお子様に配布しました。

地域鉄道の潜在能力をあらためて認識

280名のご参加ありがとうございました

花火大会輸送 湊線が活躍しました

　７月３０日、ローカル鉄道・地域づくり大学主催で第３回ローカル鉄道
サミット＆第４回終着駅サミットが開催されました。
　鉄道ファンの大御所アーティスト向谷実さん、中川大京都大学教授、
山田和昭若桜鉄道社長、礒野省吾和歌山電鉄専務という、地域鉄道に
関わる各方面のスペシャリストをお招きし、司会進行は女子鉄で知られる
久野アナウンサー。
　これだけのメンバーを集めて、２時間で仕切ってしまおうというのです
から、登壇者の個性と知恵が思い切り凝縮された、これ以上はない内容
の濃いイベントとなりました。
　ギャラリーは２８０名を超えて会場は超満員。市内はもちろん、遠くは九
州からの来場者も。これらの人たちに、わずかな時間で感動を分かち、
地域鉄道の大切さを認識していただいたわけですから、まずは大成功、
大きな成果を上げたと言えるでしょう。また、これだけの方に終着駅まで
お越しいただいたのですから営業的にもかなりのプラスです。
　これだけの集客力があること、これだけのメンバーを集結できること、
そしてそれが鉄道の活性化、さらには地域活性化に効果があること（参
加者のうちサマースクール参加者を含め５０名以上が市内に宿泊いただ
きました）など、あらためて地域鉄道の潜在能力を認識することが出来
ました。
　ローカル鉄道・地域づくり大学では、これからも引き続き湊線の活性
化をテーマに、全国に地域鉄道活性化の在り方とこうした事例を実践し
ているひたちなか市をおおいにアピールしてまいります。みなさまの変わ
らぬご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　（ひたちなか海浜鉄道社長　吉田千秋）

 　9月1日から11月31日まで「湊線応援券」と「特製硬券1日フリー切
符」をセットにした秋バージョンを、那珂湊駅と勝田駅湊線窓口で販売しま
す。秋の応援券はリニューアルをしたハマギク咲く阿字ヶ浦駅と旧型車キ
ハ205です。硬券は横長の「D型」です。セット価格は応援券100円と
フリー切符900円の合わせて1,000円です。
　四季毎に発行される応援券4種類を集めて那珂湊駅窓口に提示すると、

　7月30日、磯崎町のホテル
ニュー白亜紀で開催されたサ
ミットには、地元自治会関係者か
ら全国各地の鉄道経営に関心を
寄せる人まで280名を超える参
加者があり、会場は熱気に包ま
れました。
　全国の駅の発車メロディー作
曲を手がける向谷実さんの基調
講演、パネルディスカッションに
続いて、「壁（可部）を乗り越えろ」
を合言葉に来春のJR可部線延
伸を実現させた広島市安佐北区
からは次回の終着駅サミット開催
地として立岩同区長らが参加、
延伸計画が進むひたちなか市に
エールが送られました。
　また、同時開催されたサマー
スクールには50名が参加、延
伸予定地や沿線の視察、研修な
どをおこないました。

　湊線沿線をアート会場にした、みなとメディアミ
ュージアム（MMM）が8月28日（日）まで開催され
ています。
　今年は那珂湊駅周辺や車輌など14か所で28
組のアーティストが参加しています。
　詳しいアートマップや作品情報はMMMのホーム
ページで公開しているほか、案内図が那珂湊駅な
どで配布されています。
http://minato-media-museum.com/

■9月4日（日）
　午前9時～11時頃まで
■那珂湊駅1番線ホーム

野菜と干物の朝市
毎月第一日曜日に開催

朝8：30（中根駅は7：30・高田の鉄橋駅は8：00）
から実施しています。

「デビュたん」のロケで小峠英二さんらが来ました（8/3）

運賃
改定

見本

秋の硬券フリー切符＆応援券を発売
　「湊線絵手紙応援隊」（代表・山口浩子さん）では、湊線の列車内に22都
道府県189人の皆さんが描いた259枚の絵手紙の展示をしています。ま
た、展示終了後の10月5日から10日まで、車内に飾られた絵手紙を一堂
に集めて、勝田駅東口win-winビル1階コミュニティギャラリーで展覧会を
開催する計画です。ぜひご覧ください。
　湊線の駅名標を描いた絵手紙など一部は応援団で販売しているポストカー
ドにもなっています。

応援団オリジナル 平日も那珂湊駅窓口で販売

ポストカード 好評販売中
駅猫セットなど  5枚組…350円
絵手紙セット   12枚組…800円

22都道府県189名から届いた 絵手紙列車を運行中

ローカル鉄道サミット＆終着駅サミット

本間市長から立岩区長にタブレットが引き
継がれました

サマースクールの沿線視察

日工前駅（ひたちなか祭り花火大会）

那珂湊駅（那珂湊海上花火大会）

アートツアーを楽しむ観光客。那珂湊駅北側・百
華蔵前に展示された臼田那智さんの作品

みなとメディアミュージアム
28日まで開催中

コキアカーニバルは湊線で
阿字ヶ浦駅から土日祝日
無料シャトルバスを運行
　国営ひたち海浜公園の「コキアカーニバル」が9月17日㈯か
ら始まります。海浜鉄道では11月6日㈰までのカーニバル期
間中の土日祝日に、阿字ヶ浦駅の湊線発着時間に合わせて、同
公園海浜口まで無料のコキアシャトルバスを運行します。コキア
の紅葉が最盛期を迎える10月上旬の休日周辺道路の渋滞が予
想されます。海浜公園へのお出かけには湊線利用が早く確実で
す。
　シャトルバスの運行時間帯は午前9時から午後5時。コキア
やコスモスが植えられたみはらしの丘へは一番近い海浜口に、
阿字ヶ浦駅から約10分で到着します。海浜口からは徒歩約10
分でみはらしの丘に着きます。

　夏休みを利用して、小学生たち
が応援団を訪れ、応援団員や駅員
のボランティア体験をしました。
　今年は8月13、14、21日の3
日間でのべ20人の親子が、那珂
湊駅での改札体験、乗降客へのま
ちなかMAPの配布、駅前花壇の
水遣りのほか、みなとメディアミュー
ジアムの作品鑑賞などを応援団員や
駅員さんに教えられながら体験しま
した。

駅員さんになったよ！


